
昭
和
五
十
四
年
二
月
二
十
三
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

四
） 

答

弁

第

四

号 
   

衆
議
院
議
員
春
日
一
幸
君
提
出
生
命
保
険
契
約
上
の
告
知
事
項
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送

付
す
る
。 

内
閣
衆
質
八
七
第
四
号 

昭
和
五
十
四
年
二
月
二
十
三
日 

衆

議

院

議

長 
灘 

尾 

弘 

吉 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

大 

平 

正 

芳 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
春
日
一
幸
君
提
出
生
命
保
険
契
約
上
の
告
知
事
項
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁 

書 

一
に
つ
い
て 

昭
和
五
十
年
度
か
ら
昭
和
五
十
二
年
度
ま
で
の
間
に
告
知
義
務
違
反
に
よ
り
契
約
を
解
除
さ
れ
た
件
数
（
保

険
金
の
請
求
書
類
を
受
理
し
た
死
亡
契
約
の
う
ち
、
当
該
期
間
中
に
解
除
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
）
は
、
三

千
三
百
十
三
件
で
あ
り
、
こ
の
期
間
中
に
保
険
金
額
の
一
部
に
相
当
す
る
金
額
が
弔
慰
金
と
し
て
支
払
わ
れ
て

い
る
も
の
は
、
千
二
百
九
十
七
件
で
あ
る
。 

弔
慰
金
の
支
払
は
、
法
律
的
に
は
告
知
義
務
違
反
に
該
当
す
る
も
の
の
、
悪
意
又
は
重
大
な
る
過
失
と
い
う

要
件
を
、
全
面
的
に
被
保
険
者
又
は
保
険
契
約
者
の
責
め
に
帰
す
の
は
酷
で
あ
る
場
合
、
裁
判
上
の
和
解
に
よ

る
場
合
な
ど
に
、
個
々
の
具
体
的
事
例
に
即
し
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

「
一
週
間
以
上
の
治
療
を
う
け
た
こ
と
ま
た
は
休
養
し
た
こ
と
」
に
は
、
そ
の
日
数
が
一
週
間
以
上
継
続
し
て

い
る
場
合
は
も
と
よ
り
、
短
期
間
に
治
療
が
反
復
し
て
い
る
場
合
な
ど
形
式
的
に
は
断
続
的
で
あ
つ
て
も
、
社

会
通
念
上
継
続
し
て
い
る
と
同
様
の
実
態
に
あ
る
も
の
は
含
ま
れ
る
。 

例
示
の
告
知
書
は
、
社
医
又
は
嘱
託
医
が
、
告
知
を
求
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
被
保
険
者
か
ら
項
目
ご
と
に

逐
一
聴
取
し
、
そ
の
有
・
無
及
び
有
の
場
合
の
詳
細
を
記
入
の
上
、
告
知
内
容
の
確
認
の
た
め
被
保
険
者
等
の

署
名
を
徴
す
る
告
知
方
式
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
様
式
上
も
該
当
項
目
が
有
る
場
合
に
記
入
す
る
欄
を

別
に
設
け
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
被
保
険
者
が
「
治
療
を
う
け
た
こ
と
」
の
有
無
に
つ
い
て
の
質
問
項
目
と
、

「
手
術
を
う
け
た
こ
と
」
の
有
無
に
つ
い
て
の
質
問
項
目
と
を
混
同
す
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

四 

 



五
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

し
た
が
つ
て
、
形
式
的
に
告
知
書
の
記
載
事
項
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
内
容
を
告
知
す
る
こ
と
に
よ

り
、
保
険
会
社
が
契
約
引
受
の
可
否
を
判
断
す
る
際
の
資
料
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

商
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
六
百
七
十
八
条
で
は
、
「
重
要
な
る
事
実
」
又
は
「
重
要
な
る
事

項
」
の
告
知
を
求
め
て
い
る
が
、
一
般
の
被
保
険
者
又
は
保
険
契
約
者
に
何
が
重
要
で
あ
る
か
を
、
自
ら
判
定 

被
保
険
者
の
罹り

病
の
認
識
は
、
個
々
に
よ
り
異
な
る
と
考
え
ら
れ
、
悪
意
又
は
重
大
な
る
過
失
に
よ
り
既
往

症
の
告
知
が
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
入
通
院
に
至
つ
た
経
緯
、
医
療
期
間
、
手
術
の
有
無
、
医

師
よ
り
告
げ
ら
れ
た
病
名
、
医
師
の
与
え
た
指
示
、
治
癒ゆ

の
有
無
、
治
癒ゆ

後
の
経
過
期
間
、
稼
動
状
況
等
を
総

合
勘
案
し
て
、
個
別
事
案
ご
と
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。 

治
療
の
程
度
を
被
保
険
者
又
は
保
険
契
約
者
が
判
断
す
る
こ
と
は
、
困
難
な
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

五 

 



せ
し
め
る
こ
と
は
、
被
保
険
者
等
に
過
大
な
負
担
を
か
け
る
の
み
な
ら
ず
、
公
平
・
円
滑
な
事
業
運
営
に
支
障

を
来
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
は
、
告
知
義
務
の
対
象
と
な
る
べ
き
「
重
要
な
る

事
実
」
又
は
「
重
要
な
る
事
項
」
を
定
型
的
に
整
理
し
、
原
則
と
し
て
所
定
の
告
知
書(

質
問
表)

に
記
載
し
て
い

る
事
項
に
限
定
し
て
い
る
も
の
で
、
既
往
症
に
つ
い
て
の
五
年
間
と
い
う
期
間
も
、
社
会
通
念
的
に
許
容
さ 

れ
、
か
つ
、
危
険
選
択
も
お
お
む
ね
保
障
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
範
囲
で
決
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
商
法
第
六
百
七
十
八
条
第
二
項
で
準
用
す
る
第
六
百
四
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
、
契
約
の
時
よ
り

五
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
告
知
義
務
違
反
に
よ
る
契
約
解
除
権
が
消
滅
す
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
が
、
契
約

解
除
権
の
行
使
に
よ
る
保
険
契
約
者
の
不
安
定
な
立
場
を
考
慮
し
て
、
保
険
約
款
上
、
こ
れ
を
二
年
聞
に
短
縮

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
既
往
症
の
告
知
を
求
め
て
い
る
期
間(
五
年
間)

と
、
告
知
義
務
違
反
に
よ
る
契
約
解
除
権
が

消
滅
す
る
期
間(

二
年
間)

と
は
、
別
の
観
点
か
ら
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

六 

 



 

七 

七
に
つ
い
て 

生
命
保
険
事
業
が
、
消
費
者
の
信
頼
を
確
保
し
、
社
会
的
な
責
任
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、
真
に
契
約

者
利
益
の
保
護
を
目
標
と
し
た
事
業
運
営
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

告
知
義
務
制
度
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
制
度
の
運
営
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

今
後
と
も
、
外
務
員
教
育
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
告
知
義
務
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
を
積
極
的
に
図
り
、
消

費
者
の
理
解
を
更
に
深
め
る
よ
う
指
導
し
て
ま
い
り
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




